
ひと・まち★きらり　

す ううう広報
り大島まち

す うううう
大大
お

　

１
月
25
日
、
佐
連
で
文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
佐
連
会
館
か
ら
出
火
の
想
定
で
、
消
火
栓
か
ら

ホ
ー
ス
を
中
継
し
て
放
水
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

講
習
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。（
写
真
左
）

　

ま
た
、
１
月
26
日
に
は
日
見
の
西
長
寺
で
文
化
財
防
火
訓

練
を
開
催
。
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初
期
消
火
に
つ
と
め
、
地
元

分
団
な
ど
が
一
斉
放
水
を
し
ま
し
た
。（
写
真
上
）

２月号

2009（平成 21）年
№ 53

地域で守る文化財　文化財防火デー消防訓練
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第 12回

■
問
い
合
わ
せ
／
政
策
企
画
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

安
心
の
あ
る
ま
ち　

　
　
　

防
災
行
政
無
線
整
備

防
災
行
政
無
線
屋
外
放
送
の
内
容
確
認
は

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
０
８
９
８

※
旧
大
島
町
で
ご
案
内
し
て
い
た
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
０
１
２
０
‐
７
４
‐

８
９
８
６
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
の
内
容

　

今
回
か
ら
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放

送
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま

す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
周
防
大
島
町
は

山
口
県
で
唯
一
「
東
南
海
・
南
海
地
震

防
災
対
策
推
進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
平
成
20
年
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
以
降
30
年
間
に
東
南
海
地
震
が

60
〜
70
％
程
度
、
南
海
地
震
は
50
％
程

度
の
確
立
で
発
生
し
、
東
南
海
地
震
と

南
海
地
震
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
５
と
な
り
大
規
模

な
津
波
の
発
生
も
伴
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害

な
ど
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
周
防
大
島

町
で
は
平
成
18
年
度
か
ら
防
災
行
政
無

線
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
防
災

行
政
無
線
は
災
害
時
に
は
災
害
情
報
を
、

平
常
時
に
は
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど

を
放
送
し
ま
す
。

①
防
災
放
送

　

本
来
の
目
的
で
あ
る
災
害
に
関
す
る

情
報
を
、屋
外
拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

や
戸
別
受
信
機
を
通
じ
て
放
送
。
災
害

の
緊
急
・
予
告
放
送
、
避
難
誘
導
の
た

め
の
放
送
、
救
援
・
救
助
、
復
旧
活
動

の
た
め
の
放
送
な
ど
。

②
一
般
放
送

　

平
常
時
に
防
災
行
政
無
線
の
施
設
を

利
用
し
て
、
役
場
や
そ
の
他
の
団
体
等

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
戸
別
受
信
機

を
通
じ
て
放
送
。

　

共
用
開
始
後
、
一
般
放
送
は
屋
外
拡

声
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
に
よ
る
放
送

は
し
ま
せ
ん
。
屋
外
拡
声
子
局
は
災
害

時
に
外
に
い
る
方
へ
の
放
送
設
備
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
に
近

い
と
こ
ろ
で
は
う
る
さ
く
、
は
な
れ
た

場
所
の
屋
内
で
は
聞
こ
え
な
い
場
合
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
各
家
庭
に
取
付
け

ら
れ
た
戸
別
受
信
機
か
ら
放
送
し
ま
す
。

一
般
放
送
の
放
送
時
間
な
ど

　

戸
別
受
信
機
に
よ
る
一
般
放
送
は
、

朝
、
昼
、
夜
の
放
送
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
放
送
内
容
に
よ
っ
て
は
特

定
の
地
域
の
み
の
放
送
も
あ
り
ま
す
が
、

防
災
行
政
無
線
で
は
基
本
的
に
町
内
一

斉
放
送
ま
た
は
４
地
区
（
久
賀
、
大
島
、

東
和
、
橘
）
に
分
け
て
放
送
し
ま
す
。

関
係
の
な
い
地
域
へ
も
放
送
が
流
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

一
般
家
庭
用
と
事
業
所
用

　

戸
別
受
信
機
は
一
般
家
庭
、
事
業
所
、

公
共
施
設
に
貸
与
し
ま
す
。

　

一
般
家
庭
に
貸
与
す
る
戸
別
受
信
機

で
は
、
防
災
放
送
と
一
般
放
送
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
業
所
や
公
共
施
設
な
ど
で
は
、
防

災
放
送
の
み
を
放
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、

ご
要
望
が
あ
る
事
業
所
に
は
一
般
放
送

も
聞
け
る
よ
う
設
定
を
変
更
し
ま
す
。

戸
別
受
信
機
貸
与
申
請
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か
。

　

１
月
末
時
点
で
町
内
の
半
数
以
上
の

世
帯
に
戸
別
受
信
機
が
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
戸
別
受
信
機
は
貸
与
申
請
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
取
り
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
月
末
現
在
で
未
提
出
の

世
帯
も
若
干
あ
り
ま
す
。
戸
別
受
信
機

は
災
害
情
報
や
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
を
放
送
す
る
大
切
な
設
備
で
す
。
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
災
害
情
報
が
受
信
で

き
る
よ
う
全
て
の
世
帯
や
事
業
所
に
取

付
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
変
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

貸
与
申
請
書
の
提
出
が
お
済
み
で
な
い

お
宅
や
事
業
所
は
至
急
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
親
戚
や
お
知
り
合
い

の
方
で
そ
の
よ
う
な
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
申
請
書
の
提
出
を
勧
め
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

提
出
し
た
が
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
確
認
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、
地
震
の
初
期
微
動
や
津
波
の
発
生
、
ミ
サ
イ
ル
発
射

情
報
な
ど
時
間
的
に
余
裕
の
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、
国
が
人
工
衛
星
を
用
い

て
情
報
を
送
信
し
、
町
の
防
災
行
政
無
線
を
自
動
的
に
起
動
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に

素
早
く
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

防
災
行
政
無
線
で
こ
れ
ら
の

放
送
を
聞
い
た
時
は
、
原
則
と

し
て
、
緊
急
地
震
速
報
で
あ
れ

ば
火
気
の
始
末
や
転
倒
・
落
下

物
か
ら
の
回
避
を
行
い
、
津
波

情
報
で
あ
れ
ば
安
全
な
高
台
へ

の
避
難
、
国
民
保
護
関
係
情
報

で
あ
れ
ば
屋
内
へ
の
避
難
な
ど

を
行
い
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

情
報
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
伝
達
す
る

情
報
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
緊
急
地
震
速
報

　
（
震
度
５
弱
〜
震
度
７
）

②
地
震
情
報

　
（
震
度
５
弱
〜
震
度
７
）

③
津
波
警
報
、
大
津
波
警
報

④
国
民
保
護
関
係

　
（
大
規
模
テ
ロ
、
航
空
・
ミ

　

サ
イ
ル
攻
撃
情
報
等
）

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

３
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す

防災講演会のご案内

　山口県大島防災センター完成を記念し、次の
とおり防災講演会を開催します。皆様多数ご来
場ください。
○第１回講演会
◆日時／３月６日㈮　午後２時～
◆場所／山口県大島防災センター
　　　　（役場久賀庁舎隣）
○第２回講演会
◆日時／３月７日㈯　午前 10時～
◆場所／大島商船高専視聴覚教室（小松）
◆講師・講演内容／
　神戸市防災コミュニティ委員
　防災語り部ボランティア　市原聡美さん
　・阪神淡路大震災からの教訓
　・そのとき、隣人は？
　・被害者の自立に向けて
　・自治会と行政の連携
※入場無料、２会場の内容は基本的に同じです。
◆主催／大島商船高専・周防大島町　　
　（消防防災科学技術研究推進制度受託研究）
◆問い合わせ／
　総務課☎０８２０（７４）１０００

平成 21年春季全国火災予防運動
「火の始末　君がしなくて　誰がする」
３月１日㈰から３月７日㈯までの７日間

○火の用心　７つのポイント
１．家のまわりに燃えやすいものを置かない。
２．寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
３．天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
４．風の強いときは、たき火をしない。
５．子供には、マッチやライターで遊ばせない。
６．電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
７．ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

○
地
域
の
み
な
さ
ん
と
消
防
の
つ
ど
い

　

防
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

■
日
時
／
２
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
駐
車
場

■
主
催
／
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

■
内
容
／

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

柳
井
地
区
消
防
音
楽
隊
演
奏
、
柳
井
消
防

　

署
に
よ
る
装
備
品
展
示
、
幼
年
消
防
ク
ラ

　

ブ
に
よ
る
防
火
演
技
、
防
火
も
ち
ま
き

・
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
防
炎
製
品
の
展
示

　

消
火
器
取
り
扱
い
体
験
、
煙
体
験
、
ぜ
ん

　

ざ
い
の
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
２
０
０
名
様
）

○
火
災
予
防
優
秀
作
品
展

■
日
時
／
２
月
28
日
㈯
〜
３
月
８
日
㈰

■
場
所
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
１
階

※
平
成
20 

年
に
募
集
し
た
火
災
予
防
作
品
の

う
ち
金
賞
作
品
31
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４
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福
祉
タ
ク
シ
ー
、
は
り
・
き
ゅ

う
等
施
術
費
利
用
券
助
成
申

請
の
受
付
を
始
め
ま
す

　

平
成
21
年
４
月
以
降
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
お
よ
び
は
り
・
き
ゅ
う
等

施
術
費
の
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
４
月
以
降
も
引
き
続
き
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
利
用
を
し
よ
う
と
す
る
方

は
、
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
現
在
ご
使
用
中
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
、
は
り
・
き
ゅ
う
等

施
術
料
金
割
引
証
は
４
月
以
降
ご

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成

　

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
の
社
会

参
加
の
促
進
や
通
院
等
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
健
康
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
内
タ
ク
シ
ー

の
利
用
料
の
一
部
（
基
本
料
金
）

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
利
用
対
象
者
／

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、

療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
〜
３
級
を
お
持

ち
の
方
お
よ
び
満
80
歳
以
上
の
方

■
交
付
枚
数
／

　

身
体
障
害
者
等･･･

年
間
24
枚

　

満
80
歳
以
上････

年
間
12
枚

■
内
容
／

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
を
利
用

し
た
場
合
に
限
り
、
基
本
料
金
を

助
成
し
ま
す
。

■
有
効
期
限
／
平
成
21
年
4
月
1

日
〜
平
成
22
年
3
月
31
日

■
申
請
手
続
き
／

○
場
所

　

各
支
所
総
合
窓
口
・
各
出
張
所
・

　

福
祉
課

　
（
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内
）

○
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳　

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

・
印
鑑

○
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費
の
助
成

　

老
後
の
生
活
と
心
身
の
安
定
を

図
り
、
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
指
圧
・
は
り
・
き
ゅ
う

の
施
術
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

■
利
用
対
象
者
／

　

満
65
歳
以
上
の
方

■
交
付
枚
数
／

　

最
大
で
年
間
48
枚

　
（
1
か
月
4
枚
）

■
内
容
／

　

施
術
所
で
、
は
り
・
き
ゅ
う
等

の
施
術
を
行
っ
た
場
合
に
、
１
回

に
つ
き
、
１
術
の
場
合
に
７
０
０

円
、
併
術
の
場
合
に
８
０
０
円
を

助
成
し
ま
す
。

■
有
効
期
限
／
平
成
21
年
4
月
1

日
〜
平
成
22
年
3
月
31
日

■
申
請
手
続
き
／

○
場
所　

　

各
支
所
総
合
窓
口
・
各
出
張
所
・

　

福
祉
課

　
（
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内
）

○
持
参
す
る
も
の　

印
鑑

◎
4
月
か
ら
ご
利
用
に
な
り
た
い

方
は
、
３
月
13
日
㈮
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

　

今
ま
で
は
、
特
定
の
要
件
を
満

た
す
方
が
申
出
を
す
る
こ
と
で
、

納
付
方
法
を
年
金
天
引
き
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
要

件
が
緩
和
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を

条
件
に
、
ど
な
た
で
も
（
ど
な
た

の
口
座
か
ら
の
お
支
払
い
で
も
）

変
更
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
金
融
機

福
祉

医
療

関
に
口
座
振
替
の
申
出
を
し
た
後

に
、
役
場
へ
納
付
方
法
変
更
の
申

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
納
付
方
法
変
更
後
、
口
座

振
替
が
不
能
と
な
り
保
険
料
が
滞

納
と
な
っ
た
場
合
は
、
年
金
天
引

き
に
戻
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

申
出
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
、
奇
数
月
の
末
ま
で
に
申
出
を

す
る
こ
と
に
よ
り
3
か
月
後
の
年

金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更

と
な
り
ま
す
。普

通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口

座
に
よ
る
支
払
い
）

特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）

滞納がなければ申出により
口座振替に変更できます。

申出（希望）されても
変更できません。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

健
康
増
進
課
医
療
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
２

保険料の納付方法

年金天引きの条件
を満たす場合

年金天引きの条件
を満たさない場合

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
納
付
期
限
と
振
替
納
税

　

振
替
納
税
を
未
利
用
の
方
は
、

大
変
便
利
で
確
実
な
振
替
納
税
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
税
の
た
め
に
税
務
署
や
金
融

機
関
に
出
向
く
必
要
も
な
く
、
振

替
日
の
特
典
も
あ
り
、
預
貯
金
残

高
を
確
認
し
て
お
く
だ
け
で
う
っ

か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
は
「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
ご

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
納

付
日
に
自
動
的
に
納
税
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
・
消

費
税
の
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方

・
所
得
税　

４
月
22
日
㈬　

・
消
費
税　

４
月
27
日
㈪

○
現
金
で
納
付
の
方

・
所
得
税　

３
月
16
日
㈪　

・
消
費
税　

３
月
31
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
／
柳
井
税
務
署

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
９

税
務
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農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

の
年
間
利
用
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
に
年
間
を
通
し
て

施
設
利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
要
件
／

①
小
中
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
団
体

②
大
島
郡
体
育
協
会
加
入
団
体
お

よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
団
体

③
広
く
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る

目
的
の
団
体

※
原
則
と
し
て
周
防
大
島
町
内
の

団
体
に
限
り
ま
す
。

■
使
用
料
／

　

①
は
無
料
、
②
、
③
に
つ
い
て

　

は
、
全
面
で
年
間
２
万
円
（
半

　

面
の
場
合
は
、
そ
の
半
額
）

■
利
用
日
時
／

　

月
曜
日
〜
日
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時　

　
（
準
備
、
片
付
の
時
間
を
含
む
）

　

た
だ
し
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
の
休
館
日
の
ほ
か
大
会
の
開
催

や
管
理
上
の
都
合
等
に
よ
り
利
用

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
利
用
希
望
の

日
時
が
重
複
し
た
と
き
は
、
協
議

ま
た
は
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
／

　

３
月
３
日
㈫
ま
で
（
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

久
賀
教
育
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
２
７
１

大
島
・
東
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
年

間
利
用
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
に
年
間
を
通
し
て

利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
利
用
日
／
月
曜
日
〜
日
曜
日

　
（
た
だ
し
、
町
主
催
・
共
催
各
種

　

行
事
が
あ
る
場
合
は
除
く
）

※
利
用
日
が
重
複
し
た
場
合
は
調

整
・
抽
選
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
申
し
込
み
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
３
月
６
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

○
大
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

大
島
教
育
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
３
０
０

○
東
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

周
防
大
島
町
総
合
体
育
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
２

体
育

周
防
大
島
町
役
場
非
常
勤
嘱

託
職
員
の
登
録
案
内

　

周
防
大
島
町
で
は
、
業
務
の
必

要
に
応
じ
て
、
非
常
勤
嘱
託
職
員

を
採
用
し
ま
す
。
採
用
者
は
、
事

前
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

中
か
ら
書
類
審
査
、
面
接
等
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
登
録
の
有
効
期

間
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

■
採
用
予
定
人
員
／

①
正
規
職
員
と
同
様
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
す
る
タ
イ
プ

予
定
勤
務
地

予
定
人
数

教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

１
人

②
月
の
う
ち
12
日
程
度
勤
務
す
る

タ
イ
プ予

定
勤
務
地

予
定
人
数

久
賀
地
区
出
先
機
関

２
人

大
島
地
区
出
先
機
関

４
人

東
和
地
区
出
先
機
関

６
人

橘
地
区
出
先
機
関

２
人

■
職
務
内
容
／

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
応
対
そ

　

の
他
接
客
業
務

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

・
そ
の
他
の
事
務
補
助
全
般

■
採
用
時
期
／

　

登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

　

の
中
か
ら
随
時
採
用
し
ま
す
。

■
勤
務
条
件
等
／

○
勤
務
日 

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
（
原
則
と
し
て
土
・
日
・
祝
日
は

施
設

臨
時
職
員

　

休
み
）

○
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

15
分
ま
で

○
報
酬
額

　

町
規
定
に
よ
る

※
勤
務
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

■
任
期
／

　

原
則
任
期
は
１
年
度
内
（
４
月

　

か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
）
で
す

　

が
、
勤
務
成
績
が
良
好
で
引
き

　

続
き
勤
務
す
る
意
欲
の
あ
る
方

　

に
つ
い
て
は
任
期
を
更
新
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法
／

　

３
月
３
日
㈫
ま
で
に
希
望
さ
れ

　

る
勤
務
の
タ
イ
プ
・
勤
務
地
を

　

明
記
の
う
え
履
歴
書
を
郵
送
も

　

し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２　

　

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６

　

‐
２

　

周
防
大
島
町
役
場
総
務
部

　

総
務
課
人
事
行
政
班　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー　

嘱
託
職
員
の
登
録
案
内

　

担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

必
要
に
応
じ
て
、
周
防
大
島
の
農

業
活
性
化
に
意
欲
あ
る
嘱
託
職
員

を
採
用
し
ま
す
。
採
用
者
は
、
事

前
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

中
か
ら
書
類
審
査
、
面
接
等
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員
／
１
名

■
勤
務
場
所
／

　

担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー

（
周
防
大
島
町
役
場
久
賀
庁
舎
内
）

■
職
務
内
容
／

・
就
農
塾
の
運
営

・
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整

・
農
地
の
調
整

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
応
対
そ

　

の
他
接
客
業
務

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

■
勤
務
期
間
・
条
件
／

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

　

間
（
更
新
あ
り
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
休
日
・

　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

■
受
付
期
間
／

　

２
月
16
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈮
ま

　

で
に
履
歴
書
を
郵
送
も
し
く
は

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

〒
７
４
２
‐
２
５
９
２

　

周
防
大
島
町
大
字
久
賀
５
１
３
４

　

周
防
大
島
町
役
場
産
業
建
設
部

　

農
林
課
農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２
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私
達
の
男
性
料
理
教
室
は
、

食
を
通
し
て
地
域
の
人
々
と

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
自
ら
の

健
康
を
高
め
る
と
と
も
に
食

事
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
大
切

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
森
・

平
野
地
区
を
中
心
に
他
の
地

区
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
現

在
は
31
名
、
推
進
員
10
名
で

年
４
回
、
食
と
健
康
に
関
す
る
話
や
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
は
60
〜
80
歳
と
幅
広
い
で
す
が
得
意
な
分
野
も
色
々
あ
り
、
私

達
推
進
員
が
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

料
理
が
出
来
た
時
の
皆
さ
ん
の
満
足
感
は
大
き
な
喜
び
で
、
会
食

を
兼
ね
て
の
反
省
会
で
は
苦
心
し
た
事
な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
が
聞

か
れ
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
ま
た
参
加
者
の
方
か
ら
の
魚
の
差

し
入
れ
で
急
に
１
〜
２
品
増
え
る
こ
と
も
あ
り
、
楽
し
み
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
元
気
で
過
せ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
共
に
楽

し
く
続
け
て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
東
和
支
部

　

石
崎　

悦
子

タケノコを生産してみませんか！
　最近の食の安心・安全や自然食品に対する消
費者の関心の高まりにより、県内産タケノコ、
特に加工用タケノコが不足している状況です。
（１）タケノコ栽培の特徴
①小面積でも栽培できます。
②タケノコは毎年発生するので、収穫しても新
たに植え付ける必要はなく、むしろタケノコの
収穫や伐竹によりタケノコの発生を促進しま
す。
③施肥、竹の伐採、収穫などの作業が他の農作
業と競合しません。
④タケノコは主に野菜の出回りが少ない時期に
生産され、自然食品として有利に販売すること
もできます。また、温暖な地域では早堀も可能
で、高く販売することもできます。
（２）タケノコ生産の適地
  モウソウ竹は、温暖なところほど早く生育し、
日当たりの良い南向き傾斜地は早堀タケノコの
適地です。土壌は、赤褐色の粘土質で土壌含水
が 30～ 40％（土を握りしめると一応固まりに
なるが、これを軽く押さえると元の細かい粒子
に戻る程度）が良いでしょう。急傾斜地は、作
業が困難、養分の流出が多いなど問題が多いの
で、できるだけ緩斜地を選ぶようにします。
※ご不明な点は山口県田布施農林事務所森林部
☎０８２７（２９）１５６５までお問い合わせ
ください。

山口県田布施農林事務所森林部
周防大島町産業建設部農林課　

　

島
ス
ク
エ
ア
で
は
、４
月
か
ら
新
し
く
４
つ
の
コ
ー

ス
を
開
講
し
ま
す
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
周
防
大
島

を
元
気
に
し
た
い
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
受
講
料
無
料
）

○
起
業
家
養
成
基
礎
コ
ー
ス
（
5
月
開
講
予
定
：
全

12
回
）
周
防
大
島
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
や

新
規
事
業
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
学
ぶ
。

○
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成
コ
ー
ス
（
4
月

開
講
予
定
：
全
29
回
）
写
真
な
ど
静
止
画
編
集
の
基

礎
と
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
知
識
、
動
画
の
企
画
・
撮
影
・
編
集
・

配
信
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
構
築
法
を
学
ぶ
。

○
体
験
型
観
光
起
業
コ
ー
ス
（
5
月
開
講
予
定
：
全

12
回
）
都
市
と
の
交
流
人
口
増
加
の
き
っ
か
け
と
な

る
体
験
学
習
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
民
泊
経
営
の
基
礎
知

識
を
学
び
、
体
験
学
習
で
の
指
導
実
習
を
体
験
。

○
商
品
開
発
起
業
コ
ー
ス
（
10
月
開
講
予
定
：
全
12

回
）
周
防
大
島
の
農
漁
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発

の
流
れ
（
商
品
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
製
造
・
販
売
）

を
実
践
型
で
学
ぶ
。

■
受
講
説
明
会
／
２
月
25
日
㈬
午
後
7
時
〜
8
時

　
（
大
島
商
船
高
専
に
て
開
催
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.oshim

a-k.ac.jp/shim
a-sq/

【
島
ス
ク
エ
ア
と
は
】

　

文
部
科
学
省
の
平
成
20
年
度
科
学
技
術
振
興
調
整

費
事
業
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
に
大

島
商
船
高
専
が
採
択
さ
れ
た
５
年
間
の
補
助
事
業
。

周
防
大
島
町
が
内
閣
府
に
認
定
さ
れ
た
地
域
再
生
計

画
と
も
連
携
し
た
産
学
官
に
よ
る
周
防
大
島
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
愛
称
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
島
ス
ク
エ
ア
事
務
局

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
内
（
総
務
課
企
画
係
）

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
４
５
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス kikaku@

oshim
a-k.ac.jp

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校 

教
授 

岡
宅
泰
邦

※
各
コ
ー
ス
の
開
講
時
期
は
場
合
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

起業家養成塾「島スクエア」受講生募集
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【
相
談
】

　

販
売
員
を
し
て
い
る
知
人
か

ら
、「
自
分
の
売
り
上
げ
を
上
げ

る
た
め
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
名
義

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
、

支
払
い
は
知
人
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
と
の
約
束
で
、ク
レ
ジ
ッ

ト
の
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
か
ら
代
金
の
請
求
を
受
け

た
の
で
、
知
人
に
伝
え
た
が
、

支
払
っ
て
く
れ
な
い
。ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
に
督
促
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
処
理
】

　

他
人
に
名
義
を
貸
す
こ
と
の

責
任
に
つ
い
て
説
明
し
、
契
約

書
に
サ
イ
ン
し
た
以
上
、
名
義

人
本
人
が
返
済
義
務
を
負
う
こ

と
に
な
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

か
ら
知
人
に
請
求
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
旨
伝
え
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

親
し
い
友
人
や
取
引
先
な
ど

か
ら
「
絶
対
迷
惑
は
か
け
な
い
」

「
返
済
は
責
任
を
持
っ
て
こ
ち

ら
で
す
る
か
ら
」
な
ど
と
、
契

約
書
へ
の
サ
イ
ン
を
頼
ま
れ
た

と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

自
分
が
契
約
当
事
者
と
し
て
契

約
に
つ
い
て
の
全
責
任
を
負
う

覚
悟
が
な
い
場
合
に
は
、
絶
対

に
応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
名

義
を
貸
す
と
い
う
こ
と
は
契
約

当
事
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
契
約
の
相
手
方
に
対

し
て
、
名
前
を
貸
し
た
だ
け
と

い
う
言
い
訳
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

　

友
人
や
知
人
な
ど
、
頼
ま
れ

る
と
断
り
に
く
い
関
係
の
人
か

ら
、「
名
前
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
依
頼
さ
れ
て
も
、
き
っ
ぱ
り

と
断
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
契
約
書
は
、
契
約
に
関

す
る
重
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
契
約
書
に
署
名
す

る
際
は
、
内
容
を
よ
く
読
ん
で

理
解
し
、
不
明
な
点
は
確
認
す

る
な
ど
、
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

か
し
こ
い
消
費
者

名
義
貸
し
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

めざせ！

降
乗

有家
由宇駅前

通津公民館前
保津南

岩国医療
センター口 南岩国

空港前
岩国駅前
市役所前

一の滝

久賀 500 600 700 800 800 900
周防椋野 400 500 600 700 700 800
東瀬戸 300 400 500 600 600 700

降
乗 裁判所前 錦帯橋 関戸

上多田
修道大学前
大塚駅
市立大入口

広島ＢＣ

久賀 900 900 1,000 1,400 1,500

周防椋野 800 800 900 1,400 1,500

東瀬戸 700 700 800 1,400 1,500

往復旅客運賃および定期旅客運賃

区間
往復旅客運賃 定期旅客運賃
大人 小人 期間 通勤 通学

周防久賀
周防椋野
東瀬戸

～

広島
バスセンター

2,700 1,350
１か月 45,000 27,000
３か月 128,250 76,950
６か月 243,000 145,800

市立大学入口
2,500 1,250

１か月 42,000 25,200
大塚駅 ２か月 119,700 71,820
修道大学前 ６か月 226,800 136,080

　

２
月
１
日
か
ら
高
速
バ
ス
運
賃
が
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
運
行
時
刻
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

商
工
観
光
課
☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

周
防
大
島
・
岩
国
・
錦
帯
橋
〜
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
間

高
速
バ
ス
の
運
賃
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
平
成
21
・
22
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資
格

審
査
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
者
の
資
格
／

　

建
設
業
者
、
測
量
業
者
、
土
木

関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建

築
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

地
質
調
査
業
者
、
補
償
関
係
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
物
品
（
薬
品
）

の
製
造
・
販
売
業
者
等

■
申
請
要
領
お
よ
び
申
請
書
様
式

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
事

務
所
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
企

業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
5
1
.tik

i.n
e.jp

/
~yanai-kousui/

■
受
付
期
間
／

　

２
月
13
日
㈮
〜
３
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

☎
０
８
２
０
（
２
８
）
５
３
３
３

２月７日は
北方領土の日

内閣府
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１
月
24
日
、
長
浦
海
浜
ス
ク

エ
ア
で
、
Ｊ
リ
ー
グ
鹿
島
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
の
岩
政
大
樹
選
手
（
横

見
出
身
）
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩

政
選
手
は
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
と

い
う
よ
り
も
、
皆
さ
ん
と
サ
ッ

カ
ー
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
た
い

で
す
」
と
子
ど
も
達
の
チ
ー
ム

に
混
じ
っ
て
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

　

雪
の
舞
う
寒
い
中
で
も
、
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
を
追
う
子
ど
も
達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
あ
こ
が
れ
の
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｊリーガーとサッカー交流

ど
ん
ど
焼
き
に
新
年
の
願
い

　

お
正
月
か
ざ
り
を
焼
く
伝
統
行
事
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
町
内
各
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ん
ど
焼
き
は
老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
地
域
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
久
賀
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
は
１
月
10
日
、
持
ち
寄
っ
た
正
月

飾
り
や
書
初
め
が
た
か
れ
、
引
山
太
鼓
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
椋
野
小

学
校
で
は
火
の
前
で
子

ど
も
達
が
新
年
の
誓
い

を
発
表
。
な
わ
と
び
や

勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い

な
ど
元
気
に
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

久
賀
小
学
校

椋
野
小
学
校

子ども達とともにミニゲームを楽しむ岩政選手
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大
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
結
成
45
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
久
美
保
育
所
と
久
賀
保
育
園

に
園
児
す
こ
や
か
育
成
支
援
事
業
資
金
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
お
昼
寝
用
の
お
ね

し
ょ
シ
ー
ツ
も
寄
贈
さ
れ
、
支
援
事
業
資

金
で
は
画
板
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
保
育
に
必

要
な
も
の
を
購
入
。
久
美
保
育
所
で
は
、

子
ど
も
達
が
さ
っ
そ
く
新
し
い
画
板
を

使
っ
て
熱
心
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

落語で人権を考える
大
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
育
成
支
援

　

１
月
21
日
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
で
周
防
大
島
町

人
権
教
育
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
安
下
庄
小
学
校
３
〜
６
年
生
児
童
に

よ
る
合
唱
で
、
息
の
合
っ
た
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
。

式
典
に
続
い
て
人
権
教
育
啓
発
作
品
の
表
彰
と
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
笑
福
亭
松
枝
さ
ん

が
「
落
語
で
考
え
る
人
権
」
と
題
し
て
古
典
落
語

を
交
え
な
が
ら
楽

し
く
語
り
、「
も
っ

た
い
な
い
」
と
い

う
言
葉
は
環
境
や

命
を
大
切
に
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る

と
伝
え
ま
し
た
。

　

森
野
小
学
校(

校
長
：
恒
松
徹
生
、
全
校
児
童
数
35
名
）
が
「
ソ
ニ
ー

子
ど
も
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
校
」
に
選
ば
れ
ま
し

た(

最
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
校
２
校
、
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
校
19
校
、
努

力
校
89
校
）。
最
優
秀
校
、
優
秀
校
は
中
国
地
方
で
は
、
た
だ
１
校
で
す
。

　

周
防
大
島
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
「
海
を
感
じ
る
学
習
」

や
小
規
模
校
を
生
か
し
た｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
学
習
」
等
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
森
野
小
学
校
で
は
、
自
然
、
人
、
自
分
自
身
へ
の
か
か
わ
り
の
中

で
、
学
び
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
「
科
学
好
き
な
子
ど
も
」
を
育
て
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
理
科
担
当
の
磯
部
祥
生
教
諭
は
、「
科
学
の
魅
力
は
ロ
マ
ン
」

で
あ
り
、「
理
科
教
育
の
本
当
の
楽
し
さ
は
、
未
知
の
も
の
と
初
め
て
出
会

う
感
動
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
理

科
離
れ
や
理
数
系
学
力
の
低
下
が
嘆
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
、
日
本

人
４
名
が
受
賞
し
た
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
や
化
学
賞
を
目
指
す
子
ど
も
が
、

こ
の
周
防
大
島
町
か
ら
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森
野
小
学
校　

ソ
ニ
ー
教
育
財
団
の
教
育
助
成
事
業
に
入
選

授
業
で
の
実
験
風
景

お
昼
寝
も
安
心
の
シ
ー
ツ
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お知らせ２月

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
お
よ
び
町
営
住
宅
の
入

居
者
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
東
和
地
区
伊
保
田
東
住
宅
）
１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
東
和
地
区
沖
家
室
住
宅
）　

１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）
３
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
か
月
当
り
20
万
円
を

超
え
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

※
た
だ
し
、
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、

入
居
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
町
営
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅　

１
戸

久
賀
地
区
向
津
原
上
住
宅　

１
戸

久
賀
地
区
向
津
原
下
住
宅　

１
戸

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅　
　

１
戸

大
島
地
区
小
方
住
宅　
　
　

１
戸

東
和
地
区
伊
保
田
住
宅　
　

１
戸

橘
地
区
日
良
居
住
宅　
　
　

１
戸

橘
地
区
栄
住
宅
（
単
身
向
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
戸

橘
地
区
西
浦
住
宅
（
単
身
向
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
戸

■
入
居
資
格
／

・ 

公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

準
に
該
当
し
て
い
る
方
（
政
令
月

収
で
一
般
世
帯
は
20
万
円
以
下
、

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世
帯
は

26
万
８
千
円
以
下
）

・ 

同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人
（
単
身
向

け
を
除
く
）

・ 

入
居
し
よ
う
と
す
る
方
が
日
常

生
活
（
歩
行
、
自
炊
お
よ
び
食
事
、

着
脱
衣
、
入
浴
、
排
泄
等
）
に
支
障

が
な
い
程
度
に
健
常
で
あ
る
こ
と

・ 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・ 

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・ 

地
方
税
完
納
者

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

※
な
お
、
昭
和
31
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
単
身
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間
／

　

２
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮

■
選
考
方
法
／

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

　

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。
な

　

お
、
申
込
締
切
日
に
応
募
の
な

　

い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
６
週
間

　

に
限
り
先
着
順
で
申
し
込
み
受

　

付
を
行
い
ま
す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／

　

平
成
21
年
３
月
下
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営

住
宅
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
の
要
項
お
よ

び
申
込
書
は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

星
野
哲
郎
記
念
館
関
係
パ
ー

ト
従
業
員
募
集

■
募
集
人
数
・
勤
務
内
容
等
／

・
パ
ー
ト
従
業
員　

４
名
程
度　

・
受
付
業
務
お
よ
び
清
掃
業
務

・
パ
ソ
コ
ン
入
力
業
務
等
（
簡
単

な
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
で
き
る
方
）

・
星
野
哲
郎
記
念
館
へ
通
勤
可
能

な
18
歳
以
上
50
歳
く
ら
い
ま
で
の

方
。（
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。）

・
土
日
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
の

勤
務
可
能
な
方
（
た
だ
し
、
シ
フ

ト
の
関
係
に
よ
り
、
休
暇
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。）

■
勤
務
期
間
・
時
間
／

　

４
月
上
旬
ご
ろ
〜
９
月
末
ま
で

　
（
開
始
期
間
の
前
後
有
り
・
期
間

募
集
・
相
談

　

延
長
更
新
の
場
合
有
り
）

　

週
２
〜
３
日
程
度
（
土
日
祝
日
等

　

含
む
月
９
〜
10
日
程
度
の
出
勤
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
勤
務
場
所
／

　

周
防
大
島
町
大
字
平
野

■
面
接
日
・
場
所
／

　

３
月
18
日
㈬

　

周
防
大
島
町
役
場　

久
賀
庁
舎

■
面
接
申
込
方
法
／

　

３
月
12
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

に
、
履
歴
書
（
面
接
後
の
履
歴
書

の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。）
を
郵
送
も

し
く
は
、
持
参
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
詳
細
な
面
接

日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１　

周
防
大
島
町
大
字
久
賀
５
１
３
４

周
防
大
島
町
役
場　

商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

大
島
地
区
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
臨
時
調
理
員
募
集

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
応
募
方
法
／

　

履
歴
書
を
大
島
教
育
支
所
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
時
間
／

　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

　

週
３
日
程
度

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
３
０
０
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お知らせ２月

自
衛
官
募
集

○
予
備
自
衛
官
補

■
受
験
資
格
／

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

ア　

一
般
公
募

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

イ　

技
能
公
募

　

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
資
格
に

応
じ
て
53
歳
〜
55
歳
未
満
の
者

※
資
格
の
内
容

　

衛
生
（
医
師
・
看
護
師
等
）、
語

学
（
英
語
・
ロ
シ
ア
語
・
中
国
語
・

朝
鮮
語
）、
整
備
（
１
・
2
級
各
種

整
備
士
）、
情
報
処
理
、
通
信
、
電

気
、
建
設
等
の
技
能
を
有
す
る
者

　

細
部
は
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
4
月
13
日
㈪
ま
で

■
試
験
日
／　

　

試
験
日
、
試
験
会
場
、
試
験
内

　

容
に
つ
い
て
は
受
付
時
に
説
明

　

し
ま
す
。

○
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格
／　
　

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

・
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者ア　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

イ　

大
学
院
に
お
い
て
修
士
の
学

位
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
28
歳

未
満
の
者

ウ　

20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
学

を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
外
国
の
大

学
を
卒
業
し
た
者

■
受
付
期
間
／

　

4
月
1
日
㈬
〜
5
月
12
日
㈫

■
試
験
日
／

　

試
験
日
、
試
験
会
場
、
試
験
内

　

容
に
つ
い
て
は
受
付
時
に
説
明

　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
市
南
町
3
丁
目
8
番
4
号

　

荒
田
ビ
ル
2
階

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳

　

井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
団
地
名
・
住
戸
タ
イ
プ
／

　

新
庄
北
（
所
在
地
：
柳
井
市
新

　

庄
）

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
５
戸
、

　

２
Ｄ
Ｋ
５
戸

■
入
居
資
格
等
／

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人

 （
外
国
人
の
入
居
希
望
者
を
含
む
）

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に

あ
る
人
お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）

が
あ
る
人
（
単
身
で
の
入
居
が
可

能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人

・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当

し
て
い
る
人
（
政
令
月
収
で
、
一

般
世
帯
は
20
万
円
以
下
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
の
い
る
世
帯
等
は
、
26
万
８
千

円
以
下
）

・
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と
。

※
現
在
、
県
外
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
の
あ
る
人
も
、
前
述
の
す
べ

て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
人
は
、

申
込
資
格
が
あ
り
ま
す
。

※
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
の
方
が

お
ら
れ
る
世
帯
等
だ
け
で
抽
選
を

行
う
「
優
先
枠
」
を
設
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

３
月
１
日
㈰
か
ら
10
日
㈫
ま
で

の
間
（
３
月
10
日
㈫
消
印
有
効
）

に
、
県
住
宅
供
給
公
社
、
県
土
木

（
建
築
）
事
務
所
ま
た
は
市
町
住
宅

担
当
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

を
郵
送
、
ま
た
は
持
参
で
、

  
〒
７
４
０
‐
０
０
１
６

　

 
岩
国
市
三
笠
町
１
丁
目
１
の
１

　

山
口
県
住
宅
供
給
公
社 

岩
国
支

所
へ

☎
０
８
２
７
（
３
０
）
１
０
３
０

滞
在
型
市
民
農
園

「
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ラ
大
島
」

利
用
者
募
集

　

友
人
、
知
人
等
で
市
民
農
園
に

興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
役
場
農
林
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
区
画
／

　

１
号
・
２
号
・
３
号
・
10
号
・

　

11
号

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
利
用
料
／

　

年
額
37
万
９
９
２
０
円
〜　
　

　

38
万
６
２
８
０
円 

■
利
用
期
間
／

　

平
成
21
年
４
月
か
ら

　
（
最
長
５
年
間
ま
で
更
新
可
能
）

■
申
込
期
限
／
２
月
25
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
／
役
場
農
林
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

片
添
ヶ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
募
集

■
勤
務
場
所
／

　

片
添
ヶ
浜
温
泉　

遊
湯
ラ
ン
ド

■
勤
務
時
間
／

　

午
後
４
時
よ
り
５
時
間
程
度

■
休
日
／
毎
週
水
曜
日

　
（
遊
湯
ラ
ン
ド
の
休
業
日
）

■
勤
務
内
容
／
受
付
、
掃
除
な
ど

■
資
格
／

　

通
勤
可
能
で
、
土
日
出
勤
可
能

　

な
方
。

※
募
集
は
採
用
者
決
定
次
第
、
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

㈳
東
和
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
８
４
８

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
３
月
２
日
㈪

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

民
事
法
律
扶
助

無
料
法
律
相
談
会

　

収
入
の
少
な
い
方
（
賞
与
を

含
ん
だ
月
収
が
お
お
む
ね
単
身

者
18
万
２
千
円
以
下
〜
４
人
家
族

29
万
９
千
円
以
下
）
を
対
象
に
法

テ
ラ
ス
常
勤
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
／
３
月
11
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
開
催
場
所
／

　

山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー

　
（
周
防
大
島
町
久
賀
庁
舎
横
）

■
相
談
内
容
／
民
事
一
般
の
相
談

■
相
談
定
員
／
12
名

※
相
談
時
間
お
ひ
と
り
30
分
程
度

■
申
込
方
法
・
予
約
先
／

　

事
前
に
電
話
で
、
日
本
司
法
支

　

援
セ
ン
タ
ー
山
口
地
方
事
務
所

　
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）
へ
予
約

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

☎
０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
９
０

■
後
援
／
周
防
大
島
町

※
予
約
以
外
の
問
い
合
わ
せ
は
、

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０
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お知らせ２月

催
し

第
3
回　

農
家
漁
家
民
宿
開

設
支
援
講
座

　

岡
山
県
新
見
市
で
は
平
成
17
年

１
市
４
町
が
合
併
し
新
見
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。
周
辺
地
域
で
は
火

が
消
え
た
よ
う
に
な
り
、「
・
・
・

だ
っ
た
ら
」
ど
う
す
る
か
が
ス

タ
ー
ト
地
点
で
し
た
。
か
の
さ
と

体
験
観
光
協
会
で
は
地
域
で
の
自

立
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
６

地
域
で
年
間
30
回
を
超
え
る
体
験

交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

度
は
、
協
会
が
取
り
組
む
交
流
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
上

で
の
注
意
点
や
「
・・・
だ
っ
た
ら
」

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
／

　

2
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

■
会
場
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／

「
疲
れ
な
い
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
ん
で
・
・
・
地
域
を
あ
げ

て
の
商
い
（
飽
き
な
い
）」

　

講
師　

岡
山
県
新
見
市　

　

か
の
さ
と
体
験
観
光
協
会　

　

事
務
局
長　

仲
田
芳
人

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

第
5
回　

東
和
図
書
室
ま
つ
り

（
入
場
無
料
）

■
開
催
日
／
３
月
15
日
㈰

■
場
所
／
東
和
図
書
館
・
研
修
室

■
内
容
／

○
午
前
９
時
30
分
開
館

　

本
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
開
始

○
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
『
紀
行
文
の
中
の
周
防
大
島
』

　

講
師　

金
谷
匡
人
さ
ん

　
（
田
布
施
農
業
高
等
学
校
大
島

　

分
校
教
頭
）

　

古
代
か
ら
近
世
ま
で
、
様
々
な

旅
人
が
書
い
た
紀
行
文
の
中
か
ら

周
防
大
島
の
歴
史
を
読
み
解
き
ま

す
。

○
午
後
１
時
〜
２
時

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
隣
、
近
所
の
皆
さ
ん

力
を
合
わ
せ
て
振
り
込
め
詐
欺
を
撲
滅
し
よ
う
！

　

２
月
は
年
金
支
給
月
で
す
。
息
子
や
孫
を
装
い
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
金
を
狙
う
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
が
横
行

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
は
、
今
月
を
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
期
間
と
し
て
巡
回
連
絡

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
関
係
機
関
、
団
体
等
と
協
力
し

て
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

犯
人
は
、
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
わ
せ
た
り
郵
便
局
の
エ
ク

ス
パ
ッ
ク
や
ポ
ス
パ
ケ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
た
り
、
さ
ら
に
は
警
察

官
や
銀
行
協
会
の
職
員
に
な
り
す
ま
し
た
り
、
色
々
な
新
し
い
手

口
で
現
金
を
騙
し
盗
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
警
察
官
や
金
融
機
関

の
職
員
な
ど
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
場
合
は
、
ぜ
ひ
、
耳
を
傾
け

て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
山
口
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅

コ
ン
サ
ー
ト
」、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の
寸
劇
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演

奏○
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

　

読
み
聞
か
せ
『
科
学
絵
本
』

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

○
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ

ナ
演
奏

○
午
後
２
時
〜
３
時

　

熱
血
テ
レ
ビ
で
カ
リ
ス
マ
料
理

人
と
し
て
活
躍
中
の
山
崎
社
長
の

楽
し
い
お
話

　

講
師　

山
崎
浩
一
さ
ん

　
（
チ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締

　

役
社
長
）

○
午
後
３
時

　

ぜ
ん
ざ
い
の
お
接
待

■
問
い
合
わ
せ
／
東
和
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
６
２
９

　広島・周防大島町人会（市里尚弘会長・伊
保田出身）では、「周防大島町日帰り千本桜
見物・グルメツアー」を実施します。この
機会に周防大島町にお住まいの方々との交
流会を計画しました。多数のご参加をお待
ちしています。
◆日時／４月４日㈯午前 11時 30分～
◆集合場所／サンシャイン・サザンセト
※昼食はサンシャイン・サザンセトにて、
バーベキュー料理（飲み放題）
◆参加費／５０００円
◆申し込み締め切り／３月４日㈬
◆申し込み・問い合わせ／
　広島・周防大島町人会事務局　川端さん
☎０８２９（３８）１１８５
　（ファックス兼）

広島・周防大島町人会との交流会

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 20 年中）

人身交通事故

件数 死者 傷者

６０ ０ ７９

前年比

－３０ －３ －２７

物損事故件数

２６６ 前年比 －４７
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周
防
大
島
町
管
理
栄
養
士

　
　

    　
　

平
田　

は
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
づ
く
り
班
）

お知らせ２月

　

昨
年
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
重

点
を
お
い
た
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
、
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂
肪
の

蓄
積
が
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
を
招
き
、
そ

れ
ら
が
重
複
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
内
臓
脂

肪
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
で
血
糖
や
血
圧
、
脂
質

な
ど
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
内
臓
脂
肪

が
た
ま
る
大
き
な
原
因
は
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足

が
重
な
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
以
上
に
取
り

過
ぎ
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
回
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
食
生
活
改
善
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。
ご
自
身
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

太
ら
な
い
食
生
活
に
す
る
た
め
に
・
・
・

★
食
べ
す
ぎ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
す
ぎ
た
り
、
飲
み
す
ぎ
た
り
す
る
の
が
重
な

る
と
太
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
腹
八
分
目
に
食
べ
る
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
の

で
は
な
く
お
腹
に
余
裕
を
も
た
せ
て
食
べ
ま
し
ょ

う
。

・
３
食
規
則
正
し
く
。
食
事
は
、
不
規
則
に
な
る
と

か
ら
だ
が
次
の
食
事
で
最
大
限
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収

し
、
体
脂
肪
と
し
て
蓄
え
る
た
め
か
え
っ
て
太
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

・
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で
食
べ
る
。
一
気
に
食
べ
る
と
血

糖
値
が
急
上
昇
し
、
吸
収
率
が
高
ま
り
脂
肪
が
た
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

★
食
べ
る
順
番
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
る
順
番
を
変
え
る
だ
け
で
食
べ
過
ぎ
防
止
や

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
野
菜
料
理
や
汁
物
で
お
腹
を
落
ち
着
か
せ
、
そ
れ

か
ら
好
き
な
料
理
、
主
食
の
ご
飯
を
食
べ
る
と
主
菜

や
主
食
の
量
を
控
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
野
菜
に

含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
空
腹
感
を
満
た
し
、
血
糖
値

の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、
炭
水
化
物
や
脂
肪

の
吸
収
も
抑
制
し
ま
す
。

★
食
事
記
録
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
何
を
食
べ
て
ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

か
、
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
１
週
間
、
メ
モ
程
度

で
い
い
の
で
食
事
や
歩

数
な
ど
も
記
録
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
生

活
を
客
観
視
で
き
、
改

善
す
べ
き
と
こ
ろ
も
見

え
て
き
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
社
寺
文
化
財
」

学
習
会

　

屋
代
川
流
域
の
社
寺
彫
刻
な
ど

数
多
く
の
力
作
を
の
こ
し
た
彫
刻

師
・
門
井
鳳
雲
や
、
長
州
大
工
の

歴
史
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
を
発

表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
日
時
／
３
月
20
日
（
春
分
の
日
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

※
入
場
無
料

■
会
場
／

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
（
小
松
）

■
内
容
／

○
彫
刻
師
・
門
井
鳳
雲

○
長
州
大
工
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

■
発
表
者
／
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
問
い
合
わ
せ
／

　

文
化
振
興
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

■
主
催
／
町
文
化
振
興
会

　「
宮
本
常
一　

農
漁
村
採
訪
録
」

第
８
・
９
巻
発
刊

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
「
宮
本
常
一
研
究
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
ま
た
宮
本
民
俗
学
に

触
れ
る
「
体
験
学
習
」
と
し
て
町

内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、当
セ
ン
タ
ー

が
保
管
す
る
宮
本
の
調
査
ノ
ー
ト

を
『
宮
本
常
一 

農
漁
村
採
訪
録
』

と
し
て
翻
刻
・
出
版
し
て
い
ま
す
。

　

採
訪
録
第
８
、９
巻
は
、
前
巻
に

続
き
昭
和
25
年
に
行
わ
れ
た
九
学

会
連
合
の
対
馬
総
合
調
査
に
参
加

し
た
と
き
の
ノ
ー
ト
で
す
。
宮
本

は
「
対
馬
の
漁
法
・
漁
労
の
研
究
」

と
い
う
調
査
テ
ー
マ
で
対
馬
を
見

て
歩
き
ま
し
た
。
人
々
か
ら
の
聞

き
書
き
を
は
じ
め
、
古
文
書
の
筆

写
、
集
落
・
民
家
・
民
具
な
ど
の

ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
、
宮
本
の
調
査

方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
対
馬
関
係
の
著
書
の
原
典
で

も
あ
り
、
大
変
貴
重
な
資
料
図
書

で
す
。

■
新
刊
／

　
『
農
漁
村
採
訪
録
Ⅷ

　
　

対
馬
調
査
ノ
ー
ト
③
』

　
　
　
　
　
（
１
４
８
頁
）

　

２
０
０
９
年
１
月
７
日

　
『
農
漁
村
採
訪
録
Ⅸ

　
　

対
馬
調
査
ノ
ー
ト
④
』

　
　
　
　
　
（
１
０
７
頁
）

　

２
０
０
９
年
１
月
31
日

　

定
価
１
０
０
０
円

　

５
０
０
部

　

Ａ
5
判

■
販
売
・
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

　
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
）

　

Ｅ
メ
ー
ル

syakai@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp
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３月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 11日㈬ 10：00～ 11：00
骨髄バンク登録検査 11日㈬   9：00 ～ 10：00
エイズ抗体検査 11日㈬ 13：00～ 15：00
※当日中に検査結果が判明します。（１日４人限定）
思春期・ストレス相談 13日㈮ 10：00～ 15：00
心の健康相談 17日㈫ 13：00～ 14：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。

健康相談カレンダー

２月 ７日㈯

21日㈯ ８日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

22日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉 ９日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野環境改善センター〉

23日㈪ リトミック〈10:00 ～ 11:00 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 10日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 

健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

24 日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 11 日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

25日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 12日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
リトミック〈10:00 ～ 11:00 しまとぴあスカイセンター〉

26日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

13日㈮

お話し会〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 日良居公民館〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉 27 日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

28日㈯ 14 日㈯

３月 15 日㈰ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

１日㈰ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉 16日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

２日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 17日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

３月㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉  
育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター〉

18日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

19日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

４日㈬

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
子育て教室 『モグモグ・ゴックン教室』 
< 離乳食 > はじめ～完了まで  調理実習あり 
13:30 ～ 15:30（受付 13:00 ～） たちばなケアプラザ 
【講師】 健康増進課 平田はるみ 管理栄養士 
【対象者】妊婦および乳児を持つ保護者 
【申込先】 健康増進課 健康づくり班 ☎ 77-5504

20 日㈮ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

５日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

６日㈮

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
こころの健康相談 
〈10:00 ～ 13:00 久賀福祉センター【要予約】〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77-5504 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

新型インフルエンザ対策公開講座のご案内
◆日時／３月５日㈭ 14：30～ 16：00
◆場所／アクティブ柳井（定員：３００名）
◆内容／
・基調講演「新型インフルエンザ対策について」
　－備えあれば災なし－
　山口県柳井環境保健所　高橋幸広所長
・一般公開討論会
　 「新型インフルエンザに対して地域で取組めること」
※参加料無料、新型インフルエンザ対応に必要な備蓄
食糧等のサンプル展示

３歳児健康診査のお知らせ
　３歳児健康診査の対象を満３歳０か月児からとし
ていましたが、平成 21年３月から、満３歳６か月児
に変更します。これは、山口県医師会の実施時期の有
用性に関する連絡に伴う変更です。
　なお、次回健診日は９月の予定で、広報と対象者へ
の個別案内でお知らせします。
◆問い合わせ／健康増進課　
　健康づくり班　
☎０８２０（７７）５５０４

◆問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 21 年 1月 15 日現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

２ ０ ３

前年比

＋１ ０ ＋２

物損事故件数

１６ 前年比 ＋８

～オレオレと急ぐ相手に一呼吸～

人の動き（２ 月１日現在）
人　口 ２０，３９８人（48人減）

男 ９，１８２人

女 １１，２１６人

世帯数 １０，５５３戸（22戸減）

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税　
　
　

第
４
期
分

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　

第
８
期
分

◆
納
期
限　
　
　

３
月
２
日
㈪

片添ヶ浜温泉　遊湯ランド
臨時休業のお知らせ

　機械のメンテナンス等のため
次のとおり臨時休業します。
・２月 24日㈫　臨時休業
・２月 25日㈬　定休日
・２月 26日㈭　臨時休業
◆問い合わせ／遊湯ランド
☎０８２０（７８）０８４８
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◆
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☎
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０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
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刷
㈲ 
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防
大
島
町
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ー
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ー
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〜　

こ
と
ば　

②　

〜

　
「
赤
ち
ゃ
ん
に
話
し
か
け
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

さ
て
、
何
か
特
別
な
方
法
が
あ
る
の
か
し
ら
？

　

答
え
は
「
い
い
え
」
で
す
。
パ
ン
ツ
を
は
か
せ
な
が
ら
「
は
い
、

は
け
ま
し
た
」
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
な
が
ら
「
お
口
、
あ
ー
ん
」
世

話
を
し
な
が
ら
話
し
か
け
た
り
、
か
ら
だ
の
動
き
に
合
わ
せ
て
か

け
声
を
か
け
た
り
、
み
ん
な
ご
く
普
通
に
や
っ
て
い
る
こ
と
な
ん

で
す
。

　

そ
し
て
も
う
少
し
気
を
つ
け
る
の
は
…

①
あ
い
さ
つ
も
大
事
な
こ
と
ば
か
け

　

食
事
の
時
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
や
「
お
は
よ
う
」「
お
や

す
み
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
バ
イ
バ
イ
」。
周
り
の
人
が
い
つ
も
言
い
合
っ
て
い
る

こ
と
ば
が
自
然
な
こ
と
ば
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
擬
声
語
、
擬
態
語
（
よ
う
す
を
表
す
言
葉
）
を
た
く
さ
ん
使
う

　

ボ
ー
ル
遊
び
で
「
コ
ロ
コ
ロ
」
物
を
運
ぶ
と
き
「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」、

よ
う
す
を
表
す
言
葉
は
繰
り
返
し
が
多
く
リ
ズ
ム
感
が
あ
る
の
で
、
覚
え
や
す
く

ま
ね
し
や
す
い
も
の
で
す
。

③
動
作
の
始
め
や
終
わ
り
に
こ
と
ば
を
か
け
て

区
切
り
を
つ
け
る

　

パ
ン
ツ
を
は
く
時
「
ほ
ら
、
パ
ン
ツ
。」
は
け

た
ら
「
は
い
、
は
け
た
。」
食
事
の
前
に
「
ご
は

ん
よ
。
お
も
ち
ゃ
を
か
た
づ
け
よ
う
。」
動
作
の

「
始
め
」
と
「
終
わ
り
」
に
区
切
り
を
つ
け
る
話

し
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
頭
の
中
で
自
分
で
区
切

り
を
つ
け
て
ゆ
く
力
を
育
て
て
自
立
へ
の
第
一

歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。


